
琵琶湖岸に自生する海浜植物

グループ名：海浜植物守りたい

種多様性の季節変化 分類群

外来種の割合

群集クラスター解析

保護区① (A,B)は秋から冬に種数が大幅に減少した
保護区② (C-F)は秋冬に種数は減少したが、保護区①

ほどは変動しなかった

A～Fは季節を通じて
同一クラスターを保持

琵琶湖を一周した時、ハマヒルガオが咲いていた。
どうして海浜植物が淡水のびわ湖に自生しているのだろう。
琵琶湖には絶滅危惧種を含む海浜植物が自生していることが分かった。
現状と保護活動の状況を調査することにした、

共通種
アオウシノケグサ
イタチハギ
オオフタバムグラ
カワラマツバ
カワラヨモギ
クロマツ
コバンソウ
コマツヨイグサ
スイバ
スズメノエンドウ
スミレ
チガヤ
ツルヨシ
ナガバノギシギシ
ナギナタガヤ
ノイバラ
ハナヌカススキ
ハマゴウ
ハマヒルガオ
フシグロ
ヨモギ

外来種

●
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保護区②における植物の類似性

湖岸生態系

A,Bは季節における
ばらつきが大きい
→除草作業の影響

Eは植生が年間通じて
安定している
→草原化の影響か？

C～Fは除草作業がなかったが、今後は再開される
→今後の植生変化に注視する必要がある

保護区②その他(科)
カヤツリグサ、クサスギカズラ
クルミ、シソ、スイカズラ
バラ、ヒガンバナ、アサ
アヤメ、イグサ、ウリ
オオバコ、キョウチクトウ
キンポウゲ、スミレ、センダン
ツヅラフジ、ツルボラン
トウダイグサ、ナス、ニレ
ヒルガオ、ブドウ、ブナ
ベンケイソウ、マツ、ヤナギ
ヤマノイモ

保護区①その他(科)
アカバナ、アブラナ、シソ
タデ、トウダイグサ、バラ
ヒユ、カタバミ、カヤツリグサ
キョウチクトウ、スイカズラ
ツユクサ、ヤナギ、アケビ
アサ、アヤメ、イグサ、ウリ
キンポウゲ、クサスギカズラ
クスノキ、クマツヅラ、クルミ
センダン、ツヅラフジ
ツルボラン、ナス、ニシキギ
ニレ、ヒルガオ、ヒガンバナ
ブドウ、ブナ、ベンケイソウ
マツ、ムラサキ、ユリ、ラン

少数種

保護区①

種名 ハマヒルガオ ハマゴウ ハマエンドウ タチスズシロソウ ハマダイコン ハマナデシコ
マーク
科名 ヒルガオ科 シソ科 マメ科 アブラナ科 アブラナ科 ナデシコ科
属名 ヒルガオ属 ハマゴウ属 レンリソウ属 ヤマハタザオ属 ダイコン属 ナデシコ属
滋賀県
RDB

なし 希少種 絶滅危惧種 その他重要種 なし 要注目種

環境省
RDB

なし なし なし 絶滅危惧ⅠＢ類 なし なし

生育
分類

多年草 落葉低木 つる性多年草 越年草 越年草 多年草

生育
場所

砂質、砂礫質 砂質海岸と周辺
森林との境界

砂質、砂礫質の
砂浜

砂地 砂地 海岸の崖地や
砂浜

開花
時期

5月～9月 7月～9月 4月～7月 4月～5月 4月～6月 7月～11月

花の色 淡紅色 青紫色 濃紫色 白色 淡紅色を帯びた
白色

紅紫色

国内
分布

北海道～沖縄 本州～沖縄 北海道～九州 東海、近畿、四国 本州～沖縄 北海道～沖縄

（１）調査対象の海浜植物

海浜植物を脅かす外来植物

アメリカネナシカズラ コマツヨイグサ オオフタバムグラ メリケンムグラ

要注意外来生物 要注意外来生物 要注意外来生物
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